































































































②校　　種 小学校 中学校 高等学校 中等教育学校 特別支援学校
本調査 10.4 13.9 70.8 1.0 4.0
全　国 42.2 25.7 23.8 0.2 8.0
③地　　域 北海道 東北 関東 北陸・甲信越 東海 近畿 中国 四国 九州
本調査 4.6 7.1 58.9 8.6 6.1 5.1 4.1 0.5 5.1







⑥年　　齢 30歳未満 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳 50-54歳 55歳以上
本調査 2.4 3.3 3.3 1.4 6.2 16.2 67.1






























































































































































































































































































































Ｇ．豊かな学校をつくる力 .195 .229  .124 .171
Ｈ．個に応じて指導する力 .205
Ｉ．校務分掌の仕事をこなす力 .170 .186 .158 .131 － .177 － .126
Ｊ．保護者とうまくやりとりする力 .179 .188 .169 － .191
Ｋ．特別な支援を要する生徒を指導
する力








Ｏ．職場の人間関係を良好にする力 .162 － .116
Ｐ．ものごとを広い視野で捉える力 .133 .166 .117 － .121
Ｑ．批判的思考力 .169























⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
Ａ．担当教科等の分野に関する知識
と理解
.262 .249 － .114 .138 .189 .180
Ｂ．担当教科等の分野の指導法に関
する能力
.235 .234 － .150 .136 .116
Ｃ．生徒の評価や評価方法 .231 .151 － .154 .195 .111 .140
Ｄ．生徒とかかわる力 .152 － .174 － .190 .264 .239 .295 .198
Ｅ．生徒集団をまとめる力 .173 － .233 － .200 .297 .152 .232 .157
Ｆ．豊かな学級をつくる力 .168 .291 － .208 － .258 .335 .174 .191
Ｇ．豊かな学校をつくる力 .117 .201 － .187 － .195 .298 .168 .113 .110
Ｈ．個に応じて指導する力 .186 .142 － .151 .160 .166
Ｉ．校務分掌の仕事をこなす力 .242 － .200 － .225 .199 .129 .112






.183 .164 － .128 .173 .138 .130
Ｍ．職場での新しいテクノロジーを
活用する力
.154 － .132 .143
Ｎ．周囲に流されない力 .150 － .125 － .265 .144 .278 .121
Ｏ．職場の人間関係を良好にする力 .120 .123 － .104 .217 .130 .232 .144
Ｐ．ものごとを広い視野で捉える力 .171 － .105 .167 .174 .151
Ｑ．批判的思考力 .200 .110 .266 .200
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図10　教員生活にとってプラスになっている「早稲田大学での学び」
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も確かです。」 （千葉県・男性・公立中学校）
【友人関係】
「第二文学部だったので、雑多な学生がいて、同級生たちから学ぶことが多かった。（特に挫
折経験のある学生や勤労学生など、昼間の学部生にはあまりいないタイプの友人たちから。）
様々な価値観を容認できるようになったおかげで、赴任した工業学校や農業学校でも同僚や
生徒と良好な関係が築けた。教員は、狭量な者には向いていない職業だと思う。」
 （栃木県・男性・公立高校）
「『放任主義』の下、学生自らが未来を開拓していく力。多くの友人（学科、サークル）を得て、
そこから学んだこと。とりわけ、早稲田のような総合大学では、自分の専門外の人間との交
友が財産であり、今でも（30年以上）交友のあるのは、教育関係者ではないこと。」
 （東京都・男性・公立高校）
【教育内容・方法】
「私は教育学部理学科生物学専修を卒業しており、在学中のバランスのとれた幅広い知識・技
能の修得が一番のプラスです。他大学を卒業した生物の教員は知識が偏っている場合が多い
と感じています。」 （北海道・男性・公立高校）
「早稲田大学の社会科学部で学びましたが、そこで、特に教員としてプラスになったことはゼ
ミでの学習であったと思っています。当時、ディベイティング等の話し合いの形式がはやっ
ており、他大学とのディベイティングのやり取り、話し合いの進め方、下調べの方法等は大
変、後の教員生活でプラスになりました。また、ゼミ等の知り合った様々な友との交流は、
今も、先生ともども続いており、そこから学ぶものは大きかったと思っています。」
 （茨城県・男性・公立中学校）
【教授・指導・専門性】
「生徒に対してリスペクトの意識を持つこと。少なくとも私が習った先生方は、学生を小馬鹿
にせず、真摯に接してくれていました。また、確か、教育原理の先生だったと思いますが、『私
は君たちに対して一定の敬意を持っているので、失礼のないようにきちんとした服装で臨ん
でいる。君たちも教える立場になったとき、教える人間としてふさわしい服装で臨むべきだ』
と言われ、私は今でも職員にこうした考えを言うときがあります。」
 （神奈川県・男性・公立高校）
「研究室へ伺い、教授と直接、教授といろいろな事について議論することができたことにより、
教職が、教科指導が基本であり、授業を通して生徒の信頼を得ること、そしてさらに教科以
外の指導の大切さを学ぶことができたこと。」 （神奈川県・女性・公立高校）
【サークル・部・アルバイト】
「私は学生時代、ワセオケで活動していました。全学部から集まった団員との交流が自己形成
に大きな影響があったと自覚しています。教員養成系大学出身者にありがちな偏狭な教育論
に比べて、ワセオケでの経験は『他人を認める』『些細なことに拘らない』などが、教員生活
において、生徒一人ひとりの個性を鑑みる教育姿勢を保持できたことに繋がりました。」
 （福井県・男性・私立高校）
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「多様な人間が混在している学校なので、自分の価値観を見直すことができた。サークル活動
の中で勉強した分野が自分の教員としての幅を広げてくれている。」
 （愛知県・男性・公立高校）
【早稲田大学で学んだこと自体】
「プライドを持ってすごせること。生徒対応や保護者対応、同僚や管理職とのトラブルがあっ
ても、大きな落ち込みはなく、早稲田のプライドが支えてくれたように思う。」
 （広島県・男性・公立中学校）
「プライドをもって教員生活を送れること。生徒、保護者からも出身大学を聞かれても胸をはっ
て言えるので。また、先輩方も活躍してくれているのも心強い。」（群馬県・男性・公立高校）
【建学の精神・教育理念・校風】
「校歌にある『進取の精神』を心がけてきた。高校の教員は、保守的であり、『今まではこうだっ
た』という考え方が根強くある。そこで、今求められていることは何かを常に考えながら学
校経営に取り組んできた。理想の教師とは？理想の学校とは？そういうことをいつも考えな
がら教員生活を送れたのは早稲田のお陰と思っています。」 （栃木県・男性・公立高校）
「1980年代早稲田にはリベラルの風が吹いていて、自由な時間をゆっくり楽しむことができた。
晴耕雨読ではないが、小説を読みアルバイトをして、時々大学に行き、サークルの仲間と語
り合う時間は自分にとっての宝物だった。教授も英文学の話なんかせず戦争の是非について
熱く語っていた。その延長線上にいる早稲田出身者と他大学出身者とでは話がかみ合わない
ことが多々ある。」 （東京都・男性・公立高校）
５．むすびにかえて―早稲田大学教員養成システムの未来像へ―
早稲田大学卒業生教員の質問紙調査データの分析から、いくつかの知見を得ることができた。
第一に、職能開発に影響を及ぼす諸経験の分析から、「教員養成」なるものの捉え方への示唆
を得ることができた。すなわち、（1）総じて「自主研修」の果たす役割は力量項目のいかんを問
わず重要であること、（2）（かつての）大学での経験は教職の現場のニーズに直接万能薬のよう
な役割を果たすものではないものの、教科指導項目に対する教職課程での学修の影響は決して小
さくはなく、加えて、それ以外の大学経験（他の授業やサークル活動など）は批判的思考力や教
養的要素の育成に一定の効果を持っている可能性があること、（3）他の研修等も含めて職能開発
への影響は力量項目によって異なっていること、などが浮き彫りになった。いま、自律性を重視
した養成・研究のシステムは「技術的熟達者」を指向する方向へと歪められる危険性に直面して
いる。自律性を鍛える方向で養成と研修システムを再構築していくことが、専門職としての教職
のレゾンデートルを掘り崩さないために必須であるといってよい。
第二に、職能開発を促す社会的・教育的要因の外在的・準客観的な分析からは、いくつかの異
なる影響関係が見えてきた。すなわち、（1）諸経験のうちとりわけ研究会や学会発表への参加が
幅広い項目でプラスに作用していること、（2）教育実習を含めた教職課程でのポジティブな経験
が持続的影響を及ぼす可能性があること、（3）他者との関係性や「異論を伝えること」もまた職
能開発に幅広い影響を及ぼしていること、などである。つまり、養成や研修の表面的な経験以上
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にその経験にどのようにコミットしていくのか、自律的なかかわりをしていくのかということ、
あるいは、他者との関係性をどのように構築していくか、その経験こそが「学び続ける教師」の
中心にあることを示唆している。
第三に、早稲田大学卒業生教員の特徴は、まさに、上述の職能開発に資する有意義な経験の豊
かさにあることが示唆された。内発的・主体的な学びを促すことを重視する傾向、教職に対する
前向きな意識、主体的な研修経験、他者との関係性構築、黙従しない傾向…等を特徴としており、
少なくとも当該サンプルに関していえば、この傾向が強いことが確認された。
第四に、まさに「早稲田らしさ」という意識そのものが、これらの要素と深く結びついている
ことが見て取れた。いわば、「何を教えるのか」ということにばかりこだわり、教員を多忙化へ
と追い込み右往左往させる構造をつくり出すことに加担するのではなく、「どのように向き合う
のか」という関係性をじっくりと相互的に生成させる、いわば「隠れたカリキュラム」そのもの
が教員の職能開発の本質を支えているといってよい。まさに、社会などの外部環境と向き合う個
人としての問いに向かわせつつ、「批判精神・在野精神」と「自主性・自律（立）性」を他者と
の関係性において深化させていくような学びをどのように構築していくかが問われているのであ
る。
早稲田大学の教員養成システムの未来像を構想する際に、以上の知見をふまえて考えていくこ
とが重要である。要点は、三つである。
第一に、学びのプロセスを促す主体として教員そのものが主体的な学びを実践していくことに
こだわっていくことである。教職が官僚主義や新自由主義や消費主義の中に組み込まれてしまう
とき、教員の「暗黙知」は単なるマニュアル化された知識・技術になりがちである。ライン化さ
れる仕事の中で、目標そのものへの疑問は語ってはならないという習慣に馴らされてしまう。早
稲田大学の教員養成システムは、そのような意味において、関係性を創り出していく主体として
位置づけ、物言わぬ従順な客体に堕することなく、学び続ける（＝問い続ける）教員を育成す
るということを基本的な方針とすべきであろう。
第二に、専門性の追究もこの文脈においてのみ重要性を持つ。狭隘な専門主義ではなく、問い
に開かれ、ときには学問分野を越境することも躊躇しないということである。突き詰めていく中
で、「あたりまえ」を疑い、現実や現象と向き合い、自分の思考を鍛えていくこと、このことが
自覚されない限り、「自主研修」は血肉化されない。
第三に、教員養成システムが、当事者の大学での経験のすべてを塗り込めることになってはな
らない。いわば、充分な「余白」が必要であり、その「余白」を豊かにしていくことがそれぞれ
の学生に保障する仕掛けをしていくことが求められる。教員養成システムをどのように構築して
いくかをデザインするプロセスは、学びの環境をどのように豊かに構築していくかという学びへ
とつながっていく。他大学との差別化をするのではなく、ものごとの本質を早稲田大学の「隠れ
たカリキュラム」の中に発見し、これを発信し社会の中で共有していくこと…。そのような広が
りと社会的意義を認識したデザインをしていくことが必要である。あくまでも「余白」を埋めす
ぎないようにしたいものである。
第四に、急いで付け加えるとすれば、「余白」は単なる薄っぺらな多様性であってはならない
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ということを強調しておかなければならない。課題としては、社会とのリアルな接点を失わず、
他者との関係性の中で相互変容していくことを尊重する学びを目指したい。「早稲田らしさ」の
象徴でもあった「批判精神・在野精神」は、良い意味でも悪い意味でも「多様性の尊重・大らか
さ」へとシフトしてしまう可能性をもっている。それは、かかわりの浅さや他者への想像力の脆
弱さなど、現代社会の中で薄められたものをいま一度再考する必要性を示している。
以上、早稲田大学卒業生教員の回答結果にもとづきながら、若干の推論をまじえた考察を試み
た。本稿では紙幅の関係上、卒業生が思い描く「早稲田大学教員養成システムのあり方」につい
ては言及できなかった。最後に、本稿の知見と関連する若干の記述を例示しつつ、書かれた言葉
を共有する機会を持つ中で、早稲田大学の教員養成がめざすべき方向性をいっしょに創っていく
ことを今後の課題としておきたい。本報告が創造的対話のささやかな契機となれば幸いである。
「人間教育（“早稲田精神”）に重きをおくこと。競争や偏差値ではなく、ほんとうに日本の社
会の将来を考え、ひとりひとりの人間を大切にできるか（これからどんどん労働人口が減少
する中、“労働者を使いすて”するような発想では日本は衰退します）は、教育の力にかかっ
ています。」 （東京都・男性・公立小学校）
「『もの言わぬ」』ではなく、『意見を言える』『場合によっては反対できる』教員を作って、育
てていってほしい。『進路指導』は業者に頼らぬよう行い、『生徒指導』は細かくならぬように、
指導助言してほしい。そのことがつまらぬ多忙化を回避する方策だと考えます。」
 （群馬県・男性・公立高校）
「あまりととのえなくてよい。養成を受ける学生の自立する力を自身が身に付けさせようとし
ないのでは有意義な教員になれない。」 （新潟県・男性・無回答）
「多くは現場で学ぶものが多いと思います。なので、システムによって、それを肩がわりする
のはムズカシイようにも思います。大学では理論、実地ではその理論を頭のスミにおきなが
ら、前向きに学ぶしかないように思います。」 （奈良県・女性・公立高校）
「教員養成とは、他の機関や学校でも言えることですが、資格をとるためのものでよいと思い
ます。教師は学校現場で実際に働いてから本物の教師になるのです。ただ、早稲田という場
で学んだことは大いに意義があったと思います。」 （奈良県・男性・公立高校）
【付記】
本調査は、2013・2014年度早稲田大学教育総合研究所企画研究「早稲田大学における教員養成
システムのあり方に関する基礎的研究」の一環として実施されました。次の先生方に、調査票作
成等において多くの貴重な示唆をいただきましたことを申し添えさせていただきます（敬称略）。
池俊介、太田亨、後藤雄介、小林宏己、近藤孝弘、澤木泰代、谷山公規、堀誠、麻柄啓一、町田
守弘、松本直樹、油布佐和子。最後になりましたが、お忙しい中ご回答いただきました早稲田大
学稲門教育会のみなさま、調査の実施とデータの整理にご協力くださいましたみなさまに心から
御礼を申し上げます。
207
早稲田教育評論　第 30 巻第１号
〈注〉
（1）10余年の時系列比較を通して、近年の教育社会の変化の中で、高校教員の意識に「自律性からの
退却」という現象が生じていることが確認された（菊地2015）。これがすべての年齢層において生
じている点は、専門職性の観点からみて深刻な事態である。なお、ここで必要に応じて比較対象
として用いる全国高校教員調査は、全国の1,512名の公立高校教員に対して2015年３月に実施され
た質問紙調査を指す。
（2）近年の教師教育についての問題点については、歴史的経緯とともにいくつかの著作の中で整理さ
れている（とくに、市川2015）。
（3）「教師の力量低下」言説の問題性・政治性には留意すべきであるが（油布2007、山田2013など）、
ここではその種の言説へのオルタナティブを見出すために同じ文脈のもとで考察を深めていくと
いう手法を採用した。
（4）本調査データの対象の違いを考えるとTALISデータとの比較には無理があるものの、他ではほぼ
似通っている中でこれらの項目に差異がみられることにあえて注目したい。なお、この肯定的な
意識は、久冨のいう「教職アイデンティティ」概念に近い（久冨2008）。
（5）ただし、本調査においては、（対象の違いを考慮し）全国高校教員調査の項目の中では「校長の意
見であっても…」という言葉が付け加えられている。
〈参考文献〉
・今津孝次郎『変動社会の教師教育』名古屋大学出版会、1996年
・市川昭午『専門職としての教師』明治図書、1969年
・市川昭午『教職研修の理論と構造』教育開発研究所、2015年
・国立教育政策研究所編『教員環境の国際比較―OECD国際教員指導環境調査（TALIS）2013年調
査報告書―』明石書店、2014年
・菊地栄治「高校教育はどう変わったのか？― 2004・2015年全国校長・教員調査データの比較分析―」
日本教育社会学会第67回大会配付資料（於：駒澤大学）、2015年
・久冨善之編著『教師の専門性とアイデンティティ』勁草書房、2008年
・山田浩之「『教員の資質低下』という幻想」『教育学研究』80 （4）、2013年、pp. 453-465
・油布佐和子編『転換期の教師』放送大学教育振興会、2007年
参考資料：【「早稲田らしさ」のカテゴリー分類表】
１．自主性・自律（立）性
自律的思考／学生に自主・自立を促すところ／自由な発想／自主性尊重／自分を持っていること／
自分の責任で行動する精神／自由／自分らしさを貫けるところ／個の尊重／群れないこと
２．批判精神・在野精神
批判的意識・批判精神／在野精神／正しいことを貫くこと／媚びないこと／権力に媚びない／話せ
る勇気／エリートぶらない／普通の人たちと同じ目線／反骨精神／一対一の人間として誠実に向き合
う姿／上から目線でないこと
３．知性・教養
知性／分析力・思考力／時代を見据える力／学力／リベラルアーツ／幅広い見識／幅広い知識に対
する探究心／知識の豊富さ
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４．学の独立
学の独立／独立不覊（き）の精神／学問の本質を大事にすること／学問の府／高い専門性
５．進取の精神
進取の精神（気性）／挑戦する勇気／革新性／チャレンジ精神／開拓精神／リベラル／理想の追求／
「現世を忘れぬ久遠の理想」
６．タフさ・バイタリティ
打たれ強さ／精神的・肉体的タフさ／努力して結果を出すこと／活動的であること／実践力／バイ
タリティー／ポジティブシンキング／質実剛健／野人／実行力／積極性／バンカラ／男気／たくまし
さ／生きのびること／強じんな精神力
７．人間性・人間力
人間性／人間力／人間関係の力／人間的魅力／人格／品格
８．多様性の尊重／大らかさ
多様な価値観／雑多な雰囲気／寛容さ／年代等を超えてひとつになれること／おおらかさ／明朗さ／ 
柔軟さ／豊かで広い心／いいかげんさ／あるがまま／来る者拒まず、去る者追わず
９．つながり・ネットワーク
人と人とのネットワーク／横とのつながりを大切にすること／コミュニケーション能力／仲間意識／ 
全国に同窓の仲間がいてつながれること／団結力
10．共生・社会貢献
弱者に対する優しさと思いやり／人への思いやり／共創／共生／人情／人を大切にする教育／ノブ
レスオブリージュ／社会貢献
11．誇り・信念
信念／魂／プライド／大胆で自信を持ったふるまい／高い志
12．誠実さなどの徳性
正直な心／誠実さ／礼節
13．泥臭さ
泥臭い／スマートでないこと／暗い／庶民性
14．集まりの場としての力
全国から集うこと／地方に還元／地方出の学生が集う所／国内外に開かれた雰囲気／グローバル／
愛校心／街全体が受け入れてくれた雰囲気／何でも学べること／求めれば応えてくれる教授が多いこ
と
15．教育的特徴
具体的行動の中で学ぶこと／ジェネラリストをめざすこと／マルチプレイヤーを輩出する大学／
トップリーダーを育成するカリキュラム／幅広く人材を輩出／生涯にわたり学ぶ姿勢を身につけさせ
ること／学び続ける姿勢／文武両道
16．その他
オンオフの切り替え／強い野球部／不易流行
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